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性を示す｡H YMn14 と YMn2は反強磁性を Y6Mn23はフェリ磁性を示 している｡
Y･Niと Y-Co 金属間化合物では Yの成分の増加と共に強磁性が弱くなり､ YNiS












である｡ エネルギーの低いバンドは主に Ni,Co,Fe,Mnの 3dバンドによるも
のであり､ 高いエネルギーのバンドは主に Yの 4dバンドによるものである｡低
温電子比熱の係数 γ の計算値は実験値より小さくこの差は電子格子相互作用によ
るものと考えられる｡ Y2Ni7と YNi3の弱い嘘磁性の再出現は比較的大きな γの





高磁場帯磁率 x hrや自発体積磁歪 W,も計算され､Y2Fe17と Y6Fe23について
は大きな値がえられている｡ Y2Fe17のインバー異常はこれらの結果によって説明
できる｡ .Y2Ni16のメタ磁性転移も計算きれた状態密度から容易に説明することが






状態密度による強い強磁性から弱い強磁性に変化 している｡ Y-Fe系では EFに









のふ くらんだ所にあり､ この特殊な状態密度の形が Y2Ni7の穀自発強磁性出現の
L重要な条件になっている｡ exchangesptittingを Mで展開したときの Mの係数
al=l/x8(T)は極小を示すにも.かかわらず M3 の係数 a3は小さな正の値になっ
ている｡ Y2Nl'7では a3の値が小きいのと TSと Tcが低いためにスピンゆらぎ
の効果は熟自発強磁性出現にはあまり重要ではない｡ Y9CoTでは､Yのサイトに入
った余分の Co原子上及び C軸上の一部の 2bサイト上にある Co原子上の局所
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